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本資料の説明内容

■ 本日の説明内容は以下に示すとおり。

基準津波の策定

津波に対する安全性評価（砂移動評価）

地震による津波と地震以外の
要因による津波の組合せ

地震による津波 地震以外の要因による津波

海洋プレート内地震
の津波評価

地すべりの
津波評価

火山現象の
津波評価

プレート間地震
の津波評価

超過確率の参照

歴史記録及び津波堆積物に関する調査
津波評価手法

及び計算条件

海域の活断層による
地殻内地震の津波評価

1) 各津波発生要因の津波評価は、「各種パラメータの網羅的検討による方法」によって行うものとし、ここで確認した行政機関による津波評価の波源モデルも含め、個々のパラメータについて科学的根拠を確認して検討した。
2） 行政機関による津波評価では、波源設定の考え方の相違点に着目して内容を精査し、「各種パラメータの網羅的検討による方法」とは別の考え方の方法によるものと考えられる行政機関の波源モデルそのものを基準津波の

策定に反映した。

行政機関による
津波評価2)

行政機関による津波評価の確認1)

本資料の説明内容 コメント回答

前回までの説明内容
（コメント対応中含む）
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歴史記録及び津波堆積物に関する調査について
第509回審査会合（2017年9月15日）コメント一覧表

No. コメント ページ番号

1
• 津波堆積物調査の検討フローについて、文献調査と現地調査の関係を踏まえた上で、調査地点や調査範囲、文献収集を

行ったデータベース等を示すこと。
・p.5

2
• 津波堆積物に関する文献調査について、「東北沖地震のような他の津波よりも例外的に巨大な津波の痕跡は確認されない」

という表現を修正すること。
・p.15

3 • 現地調査において確認したイベント堆積物について詳細を説明すること。 ・1.3章

4
• 現地調査におけるイベント堆積物の厚さを一覧表に記載すること。

また、津波堆積物等から推定される津波高を評価すること。
・p.16
・1.4章

C● コメントNo.

C１

C２

C３

C４
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１ 歴史記録及び津波堆積物に関する調査

検討概要

■以下のフローに従い、敷地周辺の既往津波について調査を行った。

歴史記録に関する調査 津波堆積物に関する調査

■歴史記録に関する文献調査
・南海トラフおよび敷地が位置する遠州灘沿岸域
を対象として、伝承を含む歴史記録に基づく津
波痕跡の文献調査を実施。

■津波堆積物に関する文献調査
・南海トラフおよび敷地が位置する遠州灘沿岸域を対
象として、津波堆積物に関する文献調査を実施。

■津波堆積物に関する現地調査
・巨大津波の見逃しを防ぐため、敷地が位置す
る遠州灘沿岸域の敷地周辺において、自社に
よる津波堆積物調査を実施。

→ 1.1 → 1.２

・南海トラフでは、同規模の津波が数百年間隔で繰り
返し発生していたことを示す津波堆積物が確認されて
いる。

・敷地が位置する遠州灘沿岸域では、3～4m程度の
浜堤を大きく超えて広域に分布する巨大な津波を示
す津波堆積物は確認されず、津波の規模が時代に
よって顕著には変わらない結果が見られている。

・津波堆積物の標高は、約0~5m。

・南海トラフでは、過去約1,400年間の歴史記
録から、宝永地震(M8.6)の津波の規模が最
大であるとされ、南海トラフの沿岸域には宝永
地震を含む多くの津波痕跡が残されている。

・敷地が位置する遠州灘沿岸域について、歴史
記録に基づく津波痕跡高は、概ね5~10m。

・他機関による遠州灘沿岸域の津波堆積物調
査と同様、巨大な津波を示す津波堆積物は
確認されなかった。

・イベント堆積物の標高は、敷地では約0~8m、
菊川流域では約1~4m未満。

→ 1.3

・南海トラフの沿岸域を対象として、歴史記録に関す
る調査を行い、津波痕跡の整理、検討を実施。

■津波評価結果との比較
・基準津波による津波高は、敷地が位置する遠州灘沿岸域の全域において、津波痕跡及び津波堆積物から推定される津波痕跡高を大きく上回っていることを確認した。

■歴史記録及び津波堆積物から推定される津波高
・実際の津波高は津波堆積物の分布標高よりも高いと考えられることに留意して、歴史記録及び津波堆積物から推定される津波高を検討。
・東北沖地震の知見も踏まえて検討した結果、歴史記録及び津波堆積物から推定される津波高は、遠州灘沿岸域において概ね5~10mと評価した。

→ 1.4

○国内外の主な科学技術系論文
データベース等を対象
・津波痕跡データベース
・地震調査委員会等のHP
・J-STAGE ・CiNii ・KAKEN
・JAIRO ・当社歴史地震調査

○国内外の主な科学技術系論文
データベース等を対象
・津波堆積物データベース
・地震調査委員会等のHP
・J-STAGE ・CiNii ・KAKEN ・JAIRO
・ScienceDirect ・SpringerLink
・AGU Publications 

・南海トラフの沿岸域を対象として、津波堆積物に関する調査を行い、津波の発生の時期および規模（津
波高、浸水域等）等について検討を実施。

C１
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目次

１ 歴史記録及び津波堆積物に関する調査

1.1 歴史記録に関する文献調査

1.2 津波堆積物に関する文献調査

1.3 津波堆積物に関する現地調査

1.4 歴史記録及び津波堆積物から推定される津波高

南海トラフおよび敷地が位置する遠州灘沿岸域を対象として、伝承を含む歴史記録に基づく津波痕跡の文献調査を実施。
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1.1 歴史記録に関する文献調査

敷地周辺の既往津波

津波発生要因 名称 Mj Mw 敷地周辺の津波高

プレート間
地震

南海トラフ

1944年昭和東南海地震 7.9 8.1-8.2

5～10m程度
(遠州灘沿岸域)

1854年安政東海地震 8.4 －

1707年宝永地震 8.6 －

1605年慶長地震 7.9 －

1498年明応地震 8.2-8.4 －

南西諸島
海溝

敷地周辺に影響を及ぼした津波は確認されていない。 －

伊豆・
小笠原海溝

1972年八丈島東方沖地震 7.2 － 0.25m※ (御前崎市)

遠地津波

1952年カムチャツカ地震 － 9.0

0.3～1.9※m
(遠州灘沿岸域)

1960年チリ地震 － 9.5

1964年アラスカ地震 － 9.2

1996年ニューギニア島沖地震 － 8.1

2010チリ地震 － 8.8

海洋プレート内地震 2004年紀伊半島南東沖の地震 7.4 7.5 0.5m (御前崎市)

海域の活断層による
地殻内地震

敷地周辺に影響を及ぼした津波は確認されていない。 －

地すべり 2009年駿河湾の海底地すべり － － 0.36m (御前崎市)

火山 敷地周辺に影響を及ぼした津波は確認されていない。 －

各津波発生要因による敷地周辺の主な既往津波

日本列島周辺の海底地形

(海上保安庁「海洋台帳」を基に作成)

浜岡原子力発電所

フィリピン海

プレート

ユーラシア

プレート

太平洋

プレート

北米

プレート

日向灘

0 200km 400km

※文献には最大全振幅が記載されているため、最大全振幅の1/2を津波高と仮定した。

■ 南海トラフの沿岸域を対象として、伝承を含む歴史記録に基づく津波痕跡の文献調査1)を実施。
■ その結果、敷地が位置する遠州灘沿岸域では、南海トラフのプレート間地震が他の津波発生要因よりも大きな影響を及ぼしていることを確認した。

1) 国内外の津波痕跡に関する主な科学技術系論文データベース等を対象とし、敷地周辺を含む南海トラフの沿岸域の津波高が整理されている文献を抽出。（抽出した文献は章末参照）
・津波痕跡データベース ・地震調査委員会等のHP ・J-STAGE ・CiNii ・KAKEN ・JAIRO ・当社歴史地震調査

第509回資料1-1
p.13 一部修正
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1.1 歴史記録に関する文献調査

南海トラフの沿岸域の津波痕跡高

■南海トラフのプレート間地震について、伝承を含む歴史記録に基づく南海トラフの沿岸域の津波痕跡高の調査結果は以下のとおり。
■調査結果から、南海トラフの沿岸域には既往最大の宝永地震※を含む多くの歴史記録に基づく津波痕跡が残されていることを確認した。
■また、例えばリアス海岸の志摩・下田周辺で津波痕跡高が大きいなど、各地域の地形的な特徴が津波痕跡高に反映されていると考えられることを確認した。

凡 例
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1944 年東南海地震津波 

1707 年宝永地震津波 

1854 年安政東海地震津波 

1605 年慶長地震津波 

1498 年明応地震津波 1498年明応地震津波

1605年慶長地震津波

1707年宝永地震津波

1854年安政東海地震津波

1944年昭和東南海地震津波

調査範囲

浜岡原子力発電所

南海トラフ
宮崎

佐伯

土佐
清水

室戸
串本

尾鷲

志摩 御前崎

浜松

静岡

沼津

下田

豊後
水道

紀伊
水道

伊勢湾

歴史記録による南海トラフの地震履歴

（地震調査委員会(2013)を基に作成）

発生年月日
規模

M Mt Mw

白鳳(天武)地震 684/11/29

仁和地震 887/08/26

永長東海地震 1096/12/17

康和南海地震 1099/02/22

正平(康安)東海地震 1361/08/0?

正平(康安)南海地震 1361/08/03 81/4~8.5 8.5

明応地震 1498/09/20 8.2~8.4 8.2

慶長地震 1605/02/03 7.9 8.4

宝永地震 1707/10/28 8.6 8.3

安政東海地震 1854/12/23 8.4 8.3

安政南海地震 1854/12/24 8.4 8.1

昭和東南海地震 1944/12/07 7.9 8.1 8.1~8.2

昭和南海地震 1946/12/21 8.0 8.1 8.2~8.5

津
波

痕
跡

高
（

m
）

※過去1,400年間の歴史記録からは、宝永地震(M8.6)の津波の規模が最大であるとされる。（地震調査委員会(2013)）

第509回資料1-1
p.14 一部修正

歴史記録に基づく痕跡高
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1.1 歴史記録に関する文献調査

遠州灘沿岸域の津波痕跡高
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1707 年宝永地震津波 

1854 年安政東海地震津波 

1605 年慶長地震津波 
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凡 例

渥美

浜松

磐田

御前崎

遠州灘

遠州灘沿岸域における津波痕跡高の調査結果

津
波

痕
跡

高
（

m
）

浜岡原子力発電所

■南海トラフのプレート間地震について、敷地が位置する遠州灘沿岸域の津波痕跡高の調査結果は以下のとおり。
■遠州灘沿岸域の津波痕跡高は概ね5～10mであり、敷地付近の津波痕跡高は御前崎市佐倉（旧浜岡町）における6m。

第509回資料1-1
p.15 一部修正

歴史記録に基づく痕跡高
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1.1 歴史記録に関する文献調査

調査文献一覧

1. 相田勇（1981）「東海道沖におこった歴史津波の数値実験」『地震研究所彙報』Vol.56，pp.367-390。
2. 相田勇（1985）「東海地震津波の挙動－その数値実験－」『月刊地球』Vol.7，No.4，pp.204-215。
3. 飯田汲事（1981a）「宝永4年10月4日（1707年10月28日）の宝永地震の津波被害」『愛知県津波

被害史』愛知県防災会議地震部会，pp.36-49。
4. 飯田汲事（1981b）「嘉永7年（安政元年）11月4日（1854年12月23日）の安政地震の津波被

害」『愛知県津波被害史』愛知県防災会議地震部会，pp.50-78。

5. 飯田汲事（1985a）「愛知県及び隣接県被害津波史」『東海地方地震･津波災害誌』飯田汲事教授論
文選集発行会，pp.669-790。

6. 飯田汲事（1985b）「歴史地震の研究 (4) : 慶長 9 年 12 月 16 日(1605 年 2 月 3 日)の地震及

び津波災害について」『愛知工業大学研究報告. B, 専門関係論文集』Vol.16，pp.159-164。
7. 飯田汲事（1985c）「昭和19年12月7日東南海地震の震害と震度分布」『東海地方地震・津波災害

誌』飯田汲事教授論文選集発行会，pp.449-570。

8. 岩瀬浩之，原信彦，田中聡，都司嘉宣，今井健太郎，行谷佑一，今村文彦（2011）「高知県土佐
清水市内における1707年宝永地震の津波痕跡に関する現地調査報告」『津波工学研究報告書』第28号 ，
pp.105-116。

9. 蝦名裕一，今井健太郎，大林涼子，柄本邦明，都司嘉宣（2020）「古絵図に基づく安政東海地震の
浜名湖周辺における津波浸水域の分析」『歴史地震』第35号，pp.187-206。

10. 気象庁（1945）『昭和十九年十二月七日東南海大地震調査概報』中央気象台。

11. 静岡県地震対策課（1986）『安政東海地震津波被害調査報告書（特に伊豆半島東海岸について）』
静岡県地震対策課。

12. 都司嘉宣，上田和枝，荒井賢一（1994）「須崎市を襲った歴史津波」『歴史地震』第10号， pp.95-

116。
13. 都司嘉宣（2006）「小笠原諸島の津波史」『歴史地震』第21号，pp.65-79。
14. 都司嘉宣（2012） 「第二章 古文書から読む大地震・大津波の記憶」『千年に一度の大地震・大津波に
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南海トラフおよび敷地が位置する遠州灘沿岸域を対象として、津波堆積物に関する文献調査を実施。
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1.2 津波堆積物に関する文献調査

南海トラフの沿岸域の津波堆積物に関する文献調査

地震調査委員会(2013)が確認した
津波堆積物調査等の箇所

1) 国内外の津波痕跡に関する主な科学技術系論文データベース等を対象とし、敷地周辺を含む南海トラフの沿岸域の津波堆積物が整理されている文献を抽出。（抽出した文献は章末参照）
・津波痕跡データベース ・地震調査委員会等のHP ・J-STAGE ・CiNii ・KAKEN ・JAIRO ・ScienceDirect ・SpringerLink ・AGU Publications 等

■ 内閣府(2012)と同時期に公表された地震調査委員会(2013)では、当時の南海トラフの沿岸域の津波堆積物調査に基づき、宝永地震と同程度の巨大地震が数
百年間隔で繰り返し発生しているとされ、最大クラスの地震が発生した証拠は見つからないとされていた。

■ その後のGarrett et al. (2016)、南海トラフ広域地震防災研究プロジェクト(2020)によれば、南海トラフの沿岸域の津波堆積物調査が進展し、超長期にわたる津
波堆積物の調査資料が拡充された結果、南海トラフのいずれの地域においても、東北沖を含む国内外の巨大地震の発生領域と同様、同規模の津波が数百年間隔
で繰り返し発生していたことを示す津波堆積物が確認され、最大クラスの津波が発生した証拠は見つかっていないとされている。

南海トラフ広域地震防災研究プロジェクト(2020)
が確認した津波堆積物調査等の箇所

（Garrett et al. (2016)）

地震調査委員会(2013)
・ 南海トラフの沿岸域における過去約1,400年間の歴史記録及び過去約5,000年間の津波堆積物調査等から、地震履歴について分析。
・ プレート境界に蓄積されたひずみを解放する大地震が、100～200年間隔で繰り返し発生している。これら繰り返し発生している地震の中でも規模の大きい1707年宝永地震と同程度の巨大地震が、300～600年間

隔で発生している。津波堆積物調査等からは、「最大クラスの地震」が発生した証拠は見つかっていない。

Garret et al. (2016)
・ 南海トラフの過去地震に関する地質データ（湖沼や低地の津波堆積物の他、海岸段丘や生物相、海中・湖水内のタービダイト、液状化痕を含む）について、70以上の地点に関する75文献を分析。
・ 1707年宝永地震は沈み込み帯全域を破壊しており、1361年正平地震と684年天武地震の地震規模は宝永地震と同規模と推定される。それらの間の地震は、規模が小さく多様性がある。
・ 現在のところ、違った地震や津波の相対的な規模を模索する研究は少数あるものの、1707年宝永地震より大きな地震規模と広い浸水域を持つ地震が発生したとする地質学的証拠は見つかっていない。

南海トラフ広域地震防災研究プロジェクト(2020)
・地質痕跡は100-150年ごとに起きる地震を毎回記録しているわけではなく、数百～千年の再来間隔を持つこと、またその年代が地域間で必ずしも一致しないことがわかってきた。これは南海トラフ地震の規模や破壊域に

多様性があることを示している。
・このような地質痕跡が示す低頻度の地震や津波の規模については、マグニチュード9クラス（最大クラス）だったのかどうか、琉球海溝沿いの地震と連動したのかどうかについて、各地での調査結果からはそのような事象を示

す証拠は見つかっていない。

Garrett et al. (2016)が確認した
津波堆積物調査等の箇所

(南海トラフ広域地震防災研究プロジェクト(2020))（地震調査委員会(2013)）
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1.2 津波堆積物に関する文献調査

南海トラフの沿岸域の津波堆積物に関する文献調査

■ 南海トラフの沿岸域で報告されている津波堆積物調査箇所は以下のとおり。

1

2-5

6 7

8

9,10

11

121314
16

15

17

18

19
20

21
22-24

25-27

32-40

58~62

41-48

49

52

51

64-73

75

74

50

53-57

63

86-88

89-94

28-30

31

76-85

No. 箇所名 出典
17 宮崎平野 Niwa et al. (2019)
18 日向市財光寺 南海トラフプロジェクト報告(2018)
19 波当津 岡村・松岡(2012)
20 六反池 岡村・松岡(2012)
21 横尾貝塚 藤原ほか(2010)
22 荒樫の池 岡村・松岡(2012)
23 魚神山の池 岡村・松岡(2012)
24 須ノ川の池 岡村・松岡(2012)
25 池島 岡村・松岡(2012)
26 大深浦の池 岡村・松岡(2012)
27 西片島調整池 岡村・松岡(2012)
28 土佐清水市和田 南海トラフプロジェクト報告(2019)
29 黒潮町下田の口 南海トラフプロジェクト報告(2017)
30 黒潮町入野 南海トラフプロジェクト報告(2018)
31 興津低地 谷川ほか(2017)
32 須崎市池ノ内 南海トラフプロジェクト報告(2019)
33 桐間調整池 都司ほか(2003)
34 高知市春野町 南海トラフプロジェクト報告(2019)
35 野見 岡村・松岡(2012)
36 宇佐 岡村・松岡(2012)
37 小松池 岡村・松岡(2012)
38 東孕の池 岡村・松岡(2012)
39 絶海池 岡村・松岡(2012)
40 南国市十市 南海トラフプロジェクト報告(2017)
41 東洋町生見 南海トラフプロジェクト報告(2017)
42 海老ヶ池 岡村・松岡(2012)
43 海部郡牟岐町 南海トラフプロジェクト報告(2018)
44 恵比須の池 岡村・松岡(2012)
45 由宇の池 岡村・松岡(2012)
46 海部郡美波町 南海トラフプロジェクト報告(2018)
47 阿南市伊島 南海トラフプロジェクト報告(2016)
48 畭町の池 岡村・松岡(2012)
49 友ヶ島深蛇池 七山ほか(2002)
50 日高町 小松原ほか(2007)
51 内之浦 原口ほか(2008)

No. 箇所名 出典
1 龍神池 内閣府（2012）
2 ただす池 内閣府（2012）
3 蟹ヶ池 内閣府（2012）
4 住吉池 内閣府（2012）
5 石土池 内閣府（2012）
6 田井ノ浜の池 内閣府（2012）
7 浦生田の池 内閣府（2012）
8 古座高校校庭 内閣府（2012）
9 須賀利大池 内閣府（2012）
10 尾鷲 内閣府（2012）
11 志島 内閣府（2012）
12 白須賀 内閣府（2012）
13 浜名湖湖底北側 内閣府（2012）
14 横須賀湊跡 内閣府（2012）
15 筬川周辺 内閣府（2012）
16 井田 内閣府（2012）

2020年時点までに実施されたその他の津波堆積物調査に関する文献内閣府(2012)が確認した津波堆積物調査等の箇所

津波堆積物調査箇所

地殻変動調査箇所

2020年時点までに実施されたその他の津波堆積物調査等の箇所

津波堆積物調査箇所

( そのうち、当社による調査箇所)

地殻変動調査箇所

内閣府(2012)が確認した津波堆積物調査に関する文献

No. 箇所名 出典
52 潮岬 平川(2013)
53 太地 平川(2013)
54 紀伊佐野 小松原ほか(2007)
55 阿田和 小松原ほか(2007)
56 熊野 平川(2013)
57 志原 小松原ほか(2007)
58 諏訪池 岡村・松岡(2012)
59 大白池 岡村・松岡(2012)
60 海野 小松原ほか(2007)
61 長島 平川(2013)
62 片上池 小松原ほか(2007)
63 コガレ池 南海トラフプロジェクト報告(2019)
64 御座岬 平川(2013)
65 片田麦崎 平川(2013)
66 国府 小松原ほか(2007)
67 船越池 小松原ほか(2007)
68 崎ノ城 平川(2013)
69 鯨崎灯台 平川(2013)
70 鎧崎 平川(2013)
71 石鏡 平川(2013)
72 相差 Garrett et al. (2016)
73 菅島 平川(2013)
74 津市河芸町 松本(2017)
75 池尻町 阿部・白井(2013)
76
~
85

(遠州灘沿岸域) (p.14参照)

86 焼津 Kitamura(2016)
87 大谷低地 Garrett et al. (2016)
88 清水平野 Kitamura(2016)
89 南伊豆町入間 藤原ほか(2009)
90 南伊豆町弓ヶ浜 Kitamura(2016)
91 下田市吉佐美 Kitamura(2016)
92 下田市稲生沢川 Kitamura(2016)
93 下田市白浜海岸 Kitamura(2016)
94 河津 北村ほか(2018)

・南海トラフの沿岸域の津波堆積物調査箇所および文献は、国の調査（内閣府、地震調査委員会、南海トラフ広域地震防災研究プロジェクト等）に基づく。

100km
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浜岡原子力発電所遠州灘

天竜川
流域

敷地西側・東側

筬川流域

駿河湾

浜松平野
太田川低地 御前崎

浜名湖

No. 箇所名 文献 調査内容(地点数) 堆積物の最大標高

浜
松
平
野
周
辺

12 白須賀

熊谷(1999)
トレンチ、

ボーリング(4)
4.3m

高田ほか(2002)
トレンチ、

ジオスライサー
4.5m

内閣府(2012)(小松原ほか(2006,2009)、
Komatsubara et al. (2008))

ジオスライサー(12) 3.3m

76 新居
Fujiwara et al. (2013) ボーリング等(14) 0.8m

熊谷(1999) トレンチ 1.8m

77 浜名湖
湖口付近

西仲ほか(1996) 掘削 2.0m

都司ほか(1998) ピストンコアリング(6) 湖底

13 浜名湖
湖底北側

内閣府(2012)(岡村ほか(2000,2009))
ピストンコアリング

(3以上)
湖底

78 六間川低地
藤原ほか(2013)、藤原(2013) 、
Sato(2013)

ボーリング(32) -0.2m

79 浜松平野

佐藤ほか (2016) ボーリング(7)
津波は到達して
いないとされる

産総研（藤原・佐藤(2012)、藤原(2013)、
藤原・澤井(2014)）

ジオスライサー(16)、
ボーリング(56)

2.0m

No. 箇所名 文献 調査内容(地点数) 堆積物の最大標高

太
田
川
低
地
周
辺

80 御殿・
二ノ宮遺跡

藤原ほか(2008)
ボーリング(12)

トレンチ
1.4m

81 太田川低地

産総研（宍倉ほか(2012)、
Fujiwara et al. (2020)、藤原・澤井
(2014)、藤原ほか(2012、2015)、）

トレンチ、
ボーリング等(65)

1.2m

廣内ほか(2014)
ハンドコアラ―、

ジオスライサー(5)
-0.7m

14 横須賀湊跡
内閣府(2012)
(藤原ほか(2007,2009)、藤原(2008))

ジオスライサー、
ハンドコアラ―(80)

1.3m

82 大須賀 内田(2002) ボーリング(複数)
歴史記録を超える

イベントは確認
されないとされる

御
前
崎
周
辺

83 菊川周辺
松多ほか(2016) ボーリング(18) 津波堆積物報告なし

(当社調査(2013年実施)) ボーリング(6) 1.3参照

84 新野川周辺 (当社調査(2013年実施)) ボーリング(4) 1.3参照

85 敷地周辺 (当社調査(2013年実施)) ボーリング(19) 1.3参照

15 筬川周辺

(当社調査(2013年実施)) ボーリング(5) 1.3参照

内閣府(2012)(Fujiwara et al. 
(2010))

ボーリング(7) 津波堆積物報告なし*1

大須賀

（上図のプロットと下表の色が対応している。）

凡例

内閣府(2012)が確認した津波堆積物調査地点

内閣府(2012)が確認した地殻変動調査地点*1

2020年時点までに調査された津波堆積物調査地点

当社の津波堆積物調査地点(2013年実施)

白以外

（合計約400地点）

1.2 津波堆積物に関する文献調査

遠州灘沿岸域の津波堆積物に関する文献調査

■ 南海トラフの中でも敷地が位置する遠州灘沿岸域では、津波堆積物調査が密に実施されており、複数の地点で津波堆積物が確認されている。
■ 津波堆積物の標高は、約0～5mとなっている。

・遠州灘沿岸域の津波堆積物調査地点は、国内外の主な科学技術系論文データベース等を対象として文献を
調査し、その調査地点数、位置、堆積物の最大標高は、文献もしくは産総研津波堆積物DBから読み取った。

・大須賀については、 文献および産総研津波堆積物DBから調査地点数と位置を読み取れなかったことから、調査範囲を破線で記載した。
*1 内閣府(2012)の地殻変動調査地点であるが、ボーリング調査による検討において津波堆積物は報告されていない。
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1.2 津波堆積物に関する文献調査

遠州灘沿岸域の津波堆積物に関する文献調査

過去の津波は、
浜堤(3～4m程度) ※を
越流していない
（藤原(2013)）

（藤原(2013)を基に作成）

津波堆積物あり
津波堆積物なし

浜堤(3-4m程度）

堤間湿地

浜堤
堤間湿地

浜
松
平
野

・浜松平野では堤間湿地などで掘削調査を行った。その結果、過去約4000 年間に関しては、新しい時代ほど津波堆積物の分布は海側に寄り、津波の規模が時代によって顕著には変わらない結果が見られている。
・ 平野の内陸縁にある開析谷や堤間湿地では、津波堆積物と考えられる砂層はカワゴ平火山灰（約3200 年前）より古い地層にのみ認められる。海側の地点では津波堆積物と考えられる砂層は9世紀ころまで認め

られるが、上位のものほど薄く細粒になる。
・ もし、他の津波より極端に大きな津波が起きていたならば、広い分布を持つ津波堆積物が形成されたはずだが、そのような痕跡は今のところ未確認である。

太
田
川

低
地

・ 太田川河畔の工事現場や遺跡発掘現場からは、684年白鳳地震、887年仁和地震、1096年永長地震、1498年明応地震に対応すると考えられる津波堆積物が報告されている。
・ その結果によれば、各津波堆積物は海から陸側へと細粒化・薄層化するだけでなく、堤間湿地内では地形的低まりである河川の主流路に近いところで厚く粗粒で、そこから離れるにつれて薄く細粒になる。
・ このことから、津波は浜堤を越流したのではなく、川沿いを遡上して自然の堤防などが低いところや破堤したところから堤間湿地に溢れ、そこから低地内へ浸水したと考えられる。

産総研による津波堆積物調査結果の例
（藤原ほか(2013)を基に作成）

浜堤列の発達と津波堆積物の保存

他の津波より極端に大きな
津波が起きていたならば、
広い分布を持つ津波堆積
物が形成されたはずだが、
そのような痕跡は確認され
ない（藤原(2013)）

※浜松平野
：浜松平野では海進期に約

3mの浜堤が形成された。
(Garrett et al. (2016))

※太田川低地
：浜堤の高さは3～4m程度
（Fujiwara et al.(2013))

産総研による津波堆積物調査結果 (藤原(2013)、 Fujiwara et al.(2020)による）

陸側海側

確認
されない
とされる

時
代
の
進
展

（藤原(2013)を基に作成）

浜堤列と津波堆積物の分布の関係

津波堆積物

遠州灘沿岸域の津波堆積物調査地点

■南海トラフの沿岸域でも遡上範囲の調査が可能な箇所であるとされる浜松平野と太田川低地では、産総研等により津波堆積物の内陸側への広がりが重点的・継
続的に調査されている。（藤原ほか(2012)、藤原(2013) 、藤原ほか(2015)、Fujiwara et al. (2020)等）

■津波堆積物調査の結果に基づき、浜松平野と太田川低地では、3～4m程度の浜堤を大きく超えて広域に分布する巨大な津波を示す津波堆積物は確認されず、
津波の規模が時代によって顕著には変わらない結果が見られているとされる。（藤原(2013)、Fujiwara et al. (2020)等）

浜松平野
太田川低地

印は調査地点

（津波堆積物データべースを基に作成）

C２
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1.2 津波堆積物に関する文献調査

遠州灘沿岸域における津波堆積物（標高・層厚）
第509回資料1-1
p.21 一部修正

■敷地が位置する遠州灘沿岸域では、3～4m程度の浜堤を大きく超えて広域に分布する巨大な津波を示す津波堆積物は確認されず、津波の規模が時代によって
顕著には変わらない結果が見られている。

■ここでは、遠州灘沿岸域における津波堆積物の標高、層厚等を文献もしくは産総研津波堆積物DBから読み取って示す。

0

5

10

15

20

渥
美

浜
松

磐
田

浜
岡

御
前
崎

津
波
高
（ｍ
）

明応

慶長

宝永

安政東海

昭和東南海

痕跡再現モデル

東海

東海・東南海

東海・東南海・南海

5地震

宝永

安政

歴史記録及び津波堆積物の標高

C４

歴史記録に基づく
痕跡高

津波堆積物の最大標高

白須賀

新居

浜名湖湖口付近

浜松平野

太田川御殿・二ノ宮遺跡

太田川低地

横須賀湊跡

津波堆積物標高と堆積物の層厚（津波堆積物が確認された箇所のみ）

箇所名 文献
調査箇所の

海岸線からの距離
堆積物の
最大標高

堆積物の層厚
（最大標高に位置する

堆積物の層厚）

箇所ごとの
堆積物の

最大標高*1

堆積物の
最大標高と層厚の

情報が共にある地点

浜
松
平
野
周
辺

白須賀

熊谷(1999) 約0.2km 4.3m 数10cm

4.5m

●

高田ほか(2002) 約0.2km 4.5m 約10cm ● ●

内閣府(2012)(小松原ほか(2006,2009)、Komatsubara et al. 
(2008))

約0.3km 3.3m 約10cm ●

新居
Fujiwara et al. (2013) 約0.3km 0.8m 約10cm

1.8m
●

熊谷(1999) 約0.8km 1.8m 約30cm ● ●

浜名湖湖口付近
西仲ほか(1996) 約0.2km 2.0m 記述なし ●

2.0m
都司ほか(1998) 湖内 湖底 約15cm

浜名湖湖底北側 岡村ほか(2000,2009) 湖内 湖底 1~3cm ー

六間川低地 藤原ほか(2013)、藤原(2013)、Sato (2013) 約3km -0.2m 約15cm ー ●

浜松平野 産総研（藤原・佐藤(2012)、藤原(2013)、藤原・澤井(2014)） 約2km 2.0m 数mm~25cm ● 2.0m ●

太
田
川
低
地
周
辺

太田川御殿・二ノ宮遺跡 藤原ほか(2008) 約2km 1.4m 約30cm ● 1.4m ●

太田川低地

産総研（Fujiwara et al. (2020)、藤原・澤井(2014)
藤原ほか(2012、2015)、宍倉ほか(2012)）

約1km 1.2m 約10cm ●
1.2m

●

廣内ほか(2014) 約0.7km -0.7m 約10cm ●

横須賀湊跡 内閣府(2012)(藤原ほか(2007,2009)、藤原(2008)) 約2km 1.3m 約10cm ● 1.3m ●

大須賀 内田(2002) 記載なし 歴史記録を超えるようなイベントは確認されない ー

計7箇所 計11地点

*1 標高が0m以上のもので
文献から数値が確認できるもの
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1.2 津波堆積物に関する文献調査
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調査概要

津波堆積物に関する現地調査

遠州灘沿岸域では、3～4m程度の浜堤を大きく超えて広域に分布する巨大な津波を示す津波堆積物は確認されず、津波の規模が時代によって顕著には変わらない
結果が見られている（藤原(2013)等）が、巨大津波の見逃しを防ぐため、遠州灘沿岸域の敷地周辺において、津波堆積物の残存の可能性がある箇所を選定し、
津波堆積物調査を実施した。

１ ボーリング調査地点
・過去の海岸線や河口位置等の古環境の変遷を踏まえ、津波堆積物が識別しやすく、残存・保存されやすい泥層が分布すると推定される地点、計３４地点を
選定し、ボーリング調査を実施。

２ 調査・評価方法

■ 津波堆積物に関する文献調査の結果によると、敷地が位置する遠州灘沿岸域では、南海トラフの沿岸域でも遡上範囲の調査が可能な箇所である浜松平野と太
田川低地において重点的に調査が実施され、この結果に基づき、浜松平野と太田川低地では、3～4m程度の浜堤を大きく超えて広域に分布する巨大な津波を
示す津波堆積物は確認されず、津波の規模が時代によって顕著には変わらない結果が見られている。（藤原(2013)等）
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○ボーリング調査および試料観察
・ボーリング調査を実施し、採取した試料の観察により、泥質堆積物および風成砂層中に侵食や堆積の乱れ等が認められる地層について、津波堆積物に見ら
れる特徴（層相、平面的な分布、供給源）*1を踏まえて津波起因の可能性が否定できない堆積物（イベント堆積物）*2を津波堆積物と評価した。

○試料の分析*3

・採取した試料の放射性炭素（14C）年代測定を実施。

C３

*1 津波堆積物に見られる特徴はp26を参照

*2 ここでは津波起因の可能性が否定できない堆積物をイベント堆積物と定義した。

*3 一部試料において珪藻分析による評価も試みたが、多くの試料で相良層に含まれる種が確認され、その種の中に現生の海成種と同じ種が含まれているため、その試料が海起源か陸起源かの判
別が困難であったことから、珪藻分析結果を評価に用いていない。



Co p y r i g h t  ©  Ch u b u  E l e c t r i c  P o we r  Co . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d . 23

1.3 津波堆積物に関する現地調査

調査箇所の選定

■ 藤原(2013)では、「・津波堆積物から津波の規模（遡上距離）を推定するには、堆積物の内陸側への広がりを追跡する必要がある。・古津波の遡上距離の
推定を試みた例は浜名湖東岸等があるが、小規模な谷地形に沿った調査である。・南海トラフ沿岸の低地は一般に規模が小さい上に農耕や市街地化などのため
調査適地が少ないが、浜松平野と太田川低地は平野部での遡上距離の調査が可能な稀な例である。」として浜松平野と太田川低地で重点的に調査を進めて
いるとされる。

■ そこで、津波堆積物に関する現地調査の調査箇所は、遠州灘沿岸域の海岸低地のうち、規模は小さいものの他機関による津波堆積物調査が実施されておらず
敷地に近い菊川、新野川、筬川流域を選定した。また、敷地の既存ボーリングにおいて泥層が確認されていた敷地東側・西側についても選定した。なお、地質図・
地形図等に基づき、津波堆積物認定の障害となる河川の影響が及ぶ範囲（侵食場）を除くよう留意した。

第509回資料1-1
p.24 一部修正

遠州灘沿岸域の津波堆積物調査地点および地質図

（土(2001)を基に作成）

凡例

津波堆積物調査地点

地殻変動調査地点

当社調査地点
浜岡原子力発電所遠州灘

天竜川
流域

大須賀

浜松平野
太田川低地

浜名湖

菊川流域

新野川流域

敷地西側・東側 筬川流域

駿河湾
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筬川流域
敷地西側

新野川流域

菊川流域

浜岡原子力発電所

遠州灘

菊川

新野川

筬川

筬川1

筬川2
筬川3

筬川4

筬川5

敷地東側

この地図は、国土地理院発行の2万5千分の1の地形図
「御前崎」「千浜」「下平川」「相良」を使用したものである

菊川1
菊川2

菊川3

菊川4

菊川5
菊川6

新野川1

新野川2

新野川3

新野川4

1.3 津波堆積物に関する現地調査

ボーリング調査地点

調査箇所
ボーリング調査

地点数

菊川流域 6

新野川流域 4

筬川流域 5

敷地
西側 6

東側 13

計 34

ボーリング調査地点

■ 各調査箇所のボーリング調査地点は、現地踏査、既存のボーリング調査等に基づき、過去の海岸線や河口位置等の古環境の変遷を踏まえて津波堆積物が識別
しやすく、残存・保存されやすい泥層が分布すると推定される地点を選定した。

■ 菊川・新野川流域では、海や河川の影響が及んでいない浜堤の背後の内湾性、湖沼性～湿地性の堆積物を対象とし、筬川流域では浜堤の背後や浜堤間の
内湾性～湿地性の堆積物を対象とした。

第509回資料1-1
p.25 一部修正
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1.3 津波堆積物に関する現地調査

敷地のボーリング調査地点（発電所開発前地形に投影）

■敷地の西側および東側は、発電所開発前の地形図や既存のボーリング調査から内湾性～湿地性の堆積物が確認されていることから、かつて内湾やその奥には湿地
が広がっていたと考えられる。

■敷地のボーリング調査地点は、まずこの内湾性～湿地性の堆積物が分布すると推定される地点を選定し、次に津波の遡上高さを確認するため、谷沿いに標高を
上げ順に調査を実施した。

第509回資料1-1
p.27 一部修正

敷地のボーリング調査地点（発電所開発前の地形図に投影）

標高10m
標高20m

標高30m
標高40m

凡例

（1962年の標高）

国土地理院撮影の空中写真（1962年撮影）
CB62-7 C23-8、9、10(1:10,000)より図化

・ 山谷などの大きな地形は、基盤の形状が反映されていると考えられ、発電所開発前（1962年）とイベント堆積物の堆積時（縄
文海進期）とで概ね変わらないと考えられる。
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侵食

斜交葉理 侵食

漣痕

1.3 津波堆積物に関する現地調査

ボーリング試料の観察・分析の方法

■ ボーリング調査を実施し、採取した試料の観察により、泥質堆積物および風成砂層中に侵食や堆積の乱れ等が認められる地層について、津波堆積物に見られる
特徴（層相、平面的な分布、供給源）を踏まえて津波起因の可能性が否定できない堆積物（イベント堆積物）を津波堆積物と評価した。

■ 採取した試料の放射性炭素（14C）年代測定を実施した。
■ なお、イベント堆積物は津波起因の可能性が否定できない堆積物であって、高潮や洪水、土石流など津波以外の要因も考えられる。

津波堆積物の平面的な分布（六間川低地の例）

小松原（2012）
・ 津波は押し波・引き波を繰り返すため、理想的には陸向きの古流向を持った砂層の上に海向きの古流向を持った砂層が堆

積し、その間にマッドドレープ（腐植質シルト・泥の薄層）を挟んだユニットが繰り返し積み重なる。
藤原（2007）

・ 堆積モデルに含まれる個々の堆積ユニットは、流れから堆積したことを示す堆積構造を含み、流れの減衰を反映して上方細
粒化している。また、押し波と引き波による堆積ユニットが交互に重なっている。

・ 個々の堆積ユニットは、流れの減衰過程で堆積した堆積構造を持つこと、次の流れの発生までに時間間隔があることを示す
マッドドレイプ（またはそれに相当する浮遊物の集積層）に覆われることが重要な特徴である。

澤井（2012）
・イベント堆積物の内部構造を記載する前に注目すべきことは、該当するイベント堆積物の下位の地層境界である．津波堆

積物は極めて短時間に堆積する．この急激な堆積によってできる地層境界は、非常に明瞭なものである．
・ 津波は、沿岸や海底の堆積物だけでなく、地表面を削り取りながら進入していく．このとき、海岸の湿地や湖沼は、津波堆

積物の堆積の場であると同時に、侵食の場でもある．この侵食された地表面の物質は、偽礫（rip up clast）となって津
波堆積物中に取り込まれる。

・津波堆積物は，イベント堆積物の一種であり，「津波またはそれから派生した水流によって海底や沿岸の砂泥や礫などが侵
食され，それらが別の場所へ運搬されて再堆積したものの総称」と定義することができる。

・ あるイベント堆積物が津波堆積物であるかを検討する場合、その堆積層の海側から陸側への連続性を確認することは、最
重要事項の1つと言ってもいいかもしれない。

・ 超巨大津波と言われるものは、水路沿いだけでなく、海岸全体から直接浸水してくる。この浸水による津波堆積物は、数百
メートルから数キロメートル規模で広がり、それがそのまま埋没すると連続性の良いイベント堆積物となる。

・イベント堆積物の海成・非海成が津波堆積物の状況証拠となり得るのは、津波堆積物の供給源が主に海域の砕屑物とされ
ているからである。ひとくちに「海域の砕屑物」と言っても様々なものが含まれるが、これまでの報告では、津波堆積物の供給
源として海岸砂丘（前置砂丘；foredune）、潮間帯の砂、海岸近くの砂州、浅海底の砂泥などが考えられてきた。

項目 特徴

層相

・砂・礫が混入する。腐植質シルトや泥の偽礫を含む。
・基底面に明瞭な削り込みが見られる。
・押し波・引き波・時間間隙を示す堆積構造が見られる。
（小松原(2012)、藤原(2007)、澤井(2012)）

平面的な分布 ・海側から陸側に連続的に堆積する。(澤井(2012))

供給源 ・主に海岸付近や海域の砕屑物が供給源となる。(澤井(2012))

津波堆積物に見られる特徴

津波の押し波・引き波による津波堆積物の堆積プロセス

基底面の
削り込み

(藤原(2007)に基づき作成)

腐植質シルト・
泥の薄層

押し波・引き波・
時間間隙を示す
堆積構造（斜交
葉理、腐植質シル
ト・泥の薄層等）

陸側海側

津波堆積物

(藤原ほか(2013)に基づき作成)

C３

調査地点 柱状図（陸海方向）

腐植質シルト
や泥の偽礫

砂・礫

○ 抽出したイベント堆積物については、堆積物の厚さの評価のため、小松原（2012）、藤原（2007）、澤井（2012）
を参考として、以下の観点から「引き波」「混濁」「押し波」の各構造の観察も試みた。判断が出来ない範囲は「混在」とした。
なお、イベント堆積物の厚さは、保守的に泥層中に砂、礫を含む範囲全体を認定した。

「引き波」：砂・礫と上流の泥などが混じり、泥を礫状に含む。葉理がみられる。
「混濁」 ：葉理がみられず、シルトと砂が混じった状態。流れが停滞している。
「押し波」：砂・礫主体の部分で下流の堆積物や削り込みがみられる。葉理がみられる。
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■ 津波堆積物に見られる特徴を踏まえてイベント堆積物として抽出したコアの観察例を示す。

○抽出したイベント堆積物については、堆積物の厚さの評価のため、小松原（2012）、藤原（2007）、
澤井（2012）を参考として、以下の観点から「引き波」「混濁」「押し波」の各構造の観察も試みた。
判断が出来ない範囲は「混在」とした。なお、イベント堆積物の厚さは、保守的に泥層中に砂、礫を含む
範囲全体を認定した。

「引き波」：砂・礫と上流の泥などが混じり、泥を礫状に含む。葉理がみられる。
「混濁」 ：葉理がみられず、シルトと砂が混じった状態。流れが停滞している。
「押し波」：砂・礫主体の部分で下流の堆積物や削り込みがみられる。葉理がみられる。

砂層による腐植質の泥の削り込み

腐植質シルトの薄層混入

礫混じり腐植質シルト

礫主体 削り込み明瞭

泥、砂、礫の混在
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菊川１地点

敷地４地点

：イベント堆積物とした地層の範囲

イベント堆積物として抽出したコアの観察例

(引き波の範囲) (押し波の範囲)

(押し波の範囲)

(引き波の範囲) (混濁の範囲)

シルトおよび礫

(押し波の範囲)

1.3 津波堆積物に関する現地調査

イベント堆積物として抽出したコアの観察例

（各地点のボーリングコア写真は補足説明資料に掲載）

項目 特徴

層相

・砂・礫が混入する。腐植質シルトや泥の偽礫を含む。
・基底面に明瞭な削り込みが見られる。
・押し波・引き波・時間間隙を示す堆積構造が見られる。
（小松原(2012)、藤原(2007)、澤井(2012)）

平面的な分布 ・海側から陸側に連続的に堆積する。(澤井(2012))

供給源 ・主に海岸付近や海域の砕屑物が供給源となる。(澤井(2012))

津波堆積物に見られる特徴

第509回資料1-1
p.28 一部修正

侵食

斜交葉理 侵食

漣痕

津波の押し波・引き波による津波堆積物の堆積プロセス

基底面の
削り込み

(藤原(2007)に基づき作成)

腐植質シルト・
泥の薄層

押し波・引き波・
時間間隙を示す
堆積構造（斜交
葉理、腐植質シル
ト・泥の薄層等）

腐植質シルト
や泥の偽礫

砂・礫
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1.3 津波堆積物に関する現地調査

調査結果（イベント堆積物の有無）

この地図は、国土地理院発行の2万5千分の1の地形図
「御前崎」「千浜」「下平川」「相良」を使用したものである

敷地西側
敷地東側

浜岡原子力発電所
筬川流域

新野川流域

菊川流域

筬川1

筬川2

筬川3

筬川4

筬川5

新野川1

新野川2

新野川3

新野川4

菊川1

菊川2

菊川3

菊川4

菊川5
菊川6

菊川

新野川

筬川
遠州灘

痕跡あり

痕跡あり

痕跡なし

痕跡なし

敷地周辺の津波堆積物調査結果

イベント堆積物

有無 年代

菊川流域 有
約2,000年前以降

及び約3,000年前以前

新野川流域 無 －

筬川流域 無 －

敷地

西側 有 約6,000年前

東側 有 約6,000年前

■ 津波堆積物調査の結果は以下のとおり。
・菊川流域の海側の調査地点において、約2,000年前以降と約3,000年前以前と推定されるイベント堆積物を確認した。
・敷地において、約6,000年前と推定されるイベント堆積物を確認した。
・新野川流域および筬川流域では、いずれの調査地点においてもイベント堆積物は確認されなかった。

、 ：イベント堆積物が確認された地点
： 〃 が確認されなかった地点

：砂丘

第509回資料1-1
p.33 一部修正

・各地点のボーリングコア写真は補足説明資料に掲載
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1.3 津波堆積物に関する現地調査

評価結果（菊川流域）

【調査結果】
・ イベント堆積物は、菊川4、1、2の現標高約1～4mにかけて分布。最上部の堆積物は人工改変等の影響により一部欠損。
・ 放射性炭素年代測定(14C)より、最上部のイベント堆積物は約2,000年前以降の堆積物、これより下位のイベント堆積物は

約3,000年前以前の堆積物であると推定。
・ 杉山ほか(1988)によると、調査地点に近い菊川低地：大東町西ヶ崎の海成層上限高度は、現標高で3.5～4mとされる。
【評価】
・ 海成層上限高度とイベント堆積物の年代から、堆積物堆積時の海面からの高さは、現在よりも低かったと推定される。
・ イベント堆積物の内陸への広がりから、菊川河口に近い菊川4,1,2付近には津波が浸入しているものの、河口から離れた

菊川3,6,5までは津波は達していないと考えられる。また、菊川6,5では最近の層準まで保存されており、歴史時代の津波も
少なくとも菊川6,5までは達していないと考えられる。

縄文海進期(約6,000年前)
の海水面高さ

■ 菊川流域の調査地点におけるイベント堆積物は、海に近い調査地点の現標高約1～4mにかけて分布。
■ イベント堆積物の内陸への広がりから、菊川河口に近い菊川4,1,2付近には津波が浸入しているものの、河口から離れた菊川3,6,5までは津波は達していな

いと考えられる。また、菊川6,5では最近の層準まで保存されており、歴史時代の津波も少なくとも菊川6,5までは達していないと考えられる。

SW← →NE

第509回資料1-1
p.30 一部修正

C３

（断面図は、津波が浸入したと考えられる旧河口に近い南西
側から北東側へ向かってボーリング柱状図を並べて作成）

ボーリング調査地点

断面線

推定される
津波の浸入
方向

菊川4

菊川1

菊川2

菊川3
菊川6

菊川5

遠州灘

：イベント堆積物が確認された地点
： 〃 が確認されなかった地点
：砂丘

5万分の1地形図「御前崎」「掛川」（国土地理院）に加筆

・各地点のボーリングコア写真は補足説明資料に掲載

・地層境界の標高を黒字、イベント堆
積物の標高を赤字で示す。

・図中に示す年代測定結果は、14C 年
代に基づいて較正された年代値である。

・calBCは、紀元前(暦年較正済)を、
calADは、西暦(暦年較正済)を表す。
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1.3 津波堆積物に関する現地調査

評価結果（敷地西側）
第509回資料1-1
p.31 一部修正

■ 過去の谷地形に沿って実施した敷地西側の調査地点におけるイベント堆積物は、現標高約4~10mにかけて分布。
■ 高海面期には、敷地西側の低地沿いには内湾とその奥には湿地が広がっていたと考えられる。津波は、この内湾から湿地とこれに繋がる谷沿いに浸入したものと考え

られる。堆積当時の地形が、現在と異なり、海から近く津波が集まりやすい谷地形であったことが、堆積物の分布標高や厚さに影響を与えていると考えられる。

ボーリング調査地点

【調査結果】
・ イベント堆積物は、敷地9、15、14、18の現標高約4～10mにかけて分布。
・ 風成砂層直下のイベント堆積物は連続性を有して分布し、これらは、その上部および下部の放射性炭素年代測定(14C)より、

約6,000年前の堆積物であると推定。
・ 杉山ほか(1988)によると、調査地点に近い筬川低地：浜岡町雨垂の海成層上限高度は、現標高で5.6～6mとされる。
【評価】
・ 発電所開発前の地形図およびボーリング調査結果から、高海面期には、敷地西側の低地沿いには内湾とその奥には湿地が

広がっていたと考えられ、津波は、この内湾から湿地とこれに繋がる谷沿いに浸入したものと考えられる。
・ 海成層上限高度とイベント堆積物の年代から、イベント堆積物堆積時の海面からの高さは、現在よりも5.6～6m程度

低かったと推定される。
・ ボーリング調査地点は海から近く、津波が集まりやすい谷地形であったことが、津波の遡上高さや堆積物の厚さに影響を

与えていると考えられる。

C３

断面線推定される津波の浸入方向

：イベント堆積物が確認された地点
： 〃 が確認されなかった地点

国土地理院撮影の空中写真（1962年撮影）
CB62-7 C23-8、9、10(1:10,000)より図化

0 100m

標高10m

標高20m

標高30m
標高40m

凡例

（1962年の標高）

N← →S →EW←

縄文海進期(約6,000年前)
の海水面高さ

T.P.(m) T.P.(m)

・ 山谷などの大きな地形は、基盤の形状が反映されていると考えられ、発電所開発前（1962年）とイベント堆積物の堆積時（縄文海進期）とで概ね変わらない
と考えられる。

・ 各地点のボーリングコア写真は補足説明資料に掲載

・地層境界の標高を黒字、イベント堆
積物の標高を赤字で示す。

・図中に示す年代測定結果は、14C 年
代に基づいて較正された年代値である。

・calBCは、紀元前(暦年較正済)を、
calADは、西暦(暦年較正済)を表す。



Co p y r i g h t  ©  Ch u b u  E l e c t r i c  P o we r  Co . ,  I n c .  A l l  r i g h t s  r e s e r v e d . 31

1.3 津波堆積物に関する現地調査

評価結果（敷地東側）
第509回資料1-1
p.32 一部修正

【調査結果】
・ イベント堆積物は、現標高約-3～13mにかけて分布。
・ 風成砂層直下のイベント堆積物は連続性を有して分布し、これらは上部および下部試料の放射性炭素年代測定(14C)により、

約6,000年前の堆積物であると推定。
・ 杉山ほか(1988)によると、調査地点に近い筬川低地：浜岡町雨垂の海成層上限高度は、現標高で5.6～6mとされる。
【評価】
・ 発電所開発前の地形図およびボーリング調査結果から、高海面期には、海岸沿いに伸びる尾根の背後には内湾とその奥には

湿地が広がっていたと考えられ、津波は、この内湾から湿地とこれに繋がる谷沿いに浸入したものと考えられる。
・ 海成層上限高度とイベント堆積物の年代から、イベント堆積物堆積時の海面からの高さは、現在よりも5.6～6m程度低かった

と推定される。
・ 海から近く、津波が集まりやすい谷地形であったことが、津波の遡上高さや堆積物の厚さに影響を与えていると考えられる。
・ 敷地3,4には海成礫からなるイベント堆積物が認められる。敷地3のイベント堆積物が厚いが、敷地1,2では海成礫が認められ

ないことから局所的な堆積であったと考えられる。また、海成礫は、敷地3の南側の尾根の鞍部から浸入した津波によって堆積
したものと考えられる。

■ 過去の谷地形に沿って実施した敷地東側の調査地点におけるイベント堆積物は、現標高約-3~13mにかけて分布。
■ 高海面期には、海岸沿いに伸びる尾根の背後には内湾とその奥には湿地が広がっていたと考えられる。津波は、この内湾から湿地とこれに繋がる谷沿いに浸入したもの

と考えられる。堆積当時の地形が、現在と異なり、海から近く津波が集まりやすい谷地形であったことが、堆積物の分布標高や厚さに影響を与えていると考えられる。

C３

ボーリング調査地点

：イベント堆積物が確認された地点
： 〃 が確認されなかった地点

断面線推定される津波の浸入方向

国土地理院撮影の空中写真（1962年撮影）
CB62-7 C23-8、9、10(1:10,000)より図化

0 100m

標高10m

標高20m
標高30m
標高40m

凡例

（1962年の標高）

・ 山谷などの大きな地形は、基盤の形状が反映されていると考えられ、発電所開発前（1962年）とイベント堆積物の堆積時（縄文海進期）とで概ね変わらない
と考えられる。

・ 各地点のボーリングコア写真は補足説明資料に掲載

縄文海進期(約6,000年前)
の海水面高さ

W← →SW→E NE←

40m

T.P.(m)

30m

20m

10m

0m

T.P.(m)

40m

30m

20m

10m

0m

・地層境界の標高を黒字、イベント堆
積物の標高を赤字で示す。

・図中に示す年代測定結果は、14C 年
代に基づいて較正された年代値である。

・calBCは、紀元前(暦年較正済)を、
calADは、西暦(暦年較正済)を表す。
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1.3 津波堆積物に関する現地調査

敷地周辺における縄文海進期の最高海面位置の現高度の評価

■ 杉山ほか(1988)によると、菊川低地および筬川低地は縄文海進のピーク時に内湾の中央部や湾口部は完全に埋没しなかったとされ、低地縁辺部及び上流部の
海成層上限高度を以て縄文海進期の最高海面高度とみなすと、縄文海進期の海面の現高度は、菊川低地で海抜5.1m、筬川低地では海抜5.5~6m程度
となるとされている。

■ また、Fujiwara et al.(2010)による地殻変動調査からも、筬川周辺の縄文海進期の最高海面高度は、現高度で6.4~6.9m程度と推定されている。

①

②

③

④

⑤

御前崎周辺における海成層上限高度と縄文海進期の最高海面高度

（杉山ほか(1988)を基に作成）

⑥

菊川低地

海抜5.1m

筬川低地

海抜5.5~6m

縄文海進期の
最高海面高度

（杉山ほか(1998)）

御前崎周辺における低地縁辺部及び上流部の海成層上限高度

低地縁辺部

内湾の中央部・湾口部

標高
最高海面高度

海成層上限高度

上流部

○内湾の中央部・湾口部
：最高海面高度は、海成層上限高度より高い

○低地縁辺部及び上流部
：最高海面高度は、海成層上限高度と同程度

敷地周辺の縄文海進期の最高海面高度は、現標高で5m程度と評価した。

杉山ほか(1988)
・ 菊川低地及び筬川低地南部のデータでは、いずれも海成層の上限高度は低地の南部（下流部）あるいは中央部

で低く、低地の北部（上流部）あるいは縁辺部で高くなっている。この事実は、縄文海進のピーク時に内湾の中央部
や湾口部は汽水成粘土ーシルト層によって完全には埋没されなかったことを示している。したがって、低地縁辺部及び
上流部の海成層上限高度を以て、縄文海進期の最高海面位置の現高度とみなすと、同高度は、菊川低地で海抜
5.1m、筬川低地では同約5.5－6m程度となる。

Fujiwara et al.(2010)
・ 筬川左岸の海岸段丘と関連付けられる過去の海面高度をボーリング試料の分析により特定した。
・ 最高海面高度について、新神子Ⅱ段丘では、海成層の上限高度に基づき、現在の海抜6.4～6.9mと推定された。

また、新神子Ⅲ段丘では現在の海抜約3.2m、新神子IV段丘では現在の海抜0.4～1.6 mと推定された。
・ 離水時期について、新神子Ⅱ段丘では、放射性炭素年代測定から、紀元前3020～2880年（縄文海進期）と

推定された。また、新神子Ⅲ面は紀元前370~190年頃、新神子Ⅳ面は紀元1300~1370年頃と推定された。

（杉山ほか(1988)を基に作成）
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1.3 津波堆積物に関する現地調査

評価結果一覧（堆積当時の標高）

調査
地点

イベント堆積物

有無 分布標高 年代 堆積当時の標高

菊
川
流
域

1

有 約4.1ｍ 約2,000年前以降 約4.1ｍ未満

約1～4m
未満

(・確認されたイベント堆積物の
年代は縄文海進期より新し
いものであることから、イベント
堆積物の堆積当時の標高
は、現在の分布標高よりも
低かったと推定。)

有 約3.4ｍ 約3,000年前以前 約3.4ｍ未満

有 約1.5ｍ 約3,000年前以前 約1.5ｍ未満

2 有 約1.9ｍ 約4,000年前以前 約1.9ｍ未満

3 無 － － －

4

有 約3.6m 約2,000年前以降 約3.6m未満

有 約2.8ｍ 約3,000年前以前 約2.8ｍ未満

有 約1.4ｍ 約3,000年前以前 約1.4ｍ未満

5 無 － － －

6 無 － － －

新
野
川
流
域

1~

4
無 － － － －

筬
川
流
域

1~

5
無 － － － －

調査
地点

イベント堆積物

有無 分布標高 年代 堆積当時の標高

敷
地

西
側

8 無 － － －

約0～8m※

(・調査箇所に近い地点の海
成層上限高度1)を参考とし
て、縄文海進期の最高海面
高度を、5m程度と評価。

・確認されたイベント堆積物の
年代は縄文海進期のもので
あることから、イベント堆積物
の堆積当時の標高は、現在
の分布標高よりも5m程度
低かったと推定。)

9 有 約5.5ｍ 約6,000年前 海面付近

14 有
約9.4ｍ 約6,000年前 約4.4ｍ

約8.5ｍ 約6,000年前 約3.5ｍ

15 有 約6.7ｍ 約6,000年前 約1.7ｍ

18 有 約10.2ｍ 約6,000年前 約5.2ｍ

19 無 － － －

東
側

1 有 約4.8ｍ 約6,000年前 海面付近

2 有 約8.0ｍ 約6,000年前 約3.0ｍ

3 有 約6.1ｍ 約6,000年前 海面付近

4 有 約4.7ｍ 約6,000年前 海面付近

5 有 約3.1ｍ 約6,000年前 海面付近

6 有 約8.1ｍ 約6,000年前 約3.1ｍ

7 有 約11.7ｍ 約6,000年前 約6.7ｍ

10 無 － － －

11 無 － － －

12 無 － － －

13 有 約13.2ｍ 約6,000年前 約8.2ｍ

16 有 約12.8ｍ 約6,000年前 約7.8ｍ

17 有 約12.6ｍ 約6,000年前 約7.6ｍ

※敷地の津波堆積物については、堆積当時の地形が、現在と異なり、海から近く津波が集まり
やすい谷地形であったことが、堆積物の分布標高等に影響を与えていると考えられる。

第509回資料1-1
p.29 一部修正

1) 杉山ほか(1988)
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1.3 津波堆積物に関する現地調査

評価結果一覧（イベント堆積物の層厚）

■イベント堆積物の厚さをコア観察結果から下表のとおり整理して示す。

箇所 菊川流域 敷地西側 敷地東側

ボーリング地点 菊川1 菊川2 菊川4 敷地9 敷地14 敷地15 敷地18 敷地1 敷地2 敷地3 敷地4 敷地5 敷地6 敷地7 敷地13 敷地16 敷地17

海岸線からの距離（ｍ） 2,780 3,040 2,520 860 1,000 1,000 1,000 460 400 440 460 310 590 560 510 500 490

イベント
堆積物①
(上位）

分布標高(m) 4.1未満 1.9未満 3.6未満 海面付近 4.4 1.7 5.2 海面付近 3.0 海面付近 海面付近 海面付近 3.1 6.7 8.2 7.8 7.6

層厚
(m)

引き波 ー 0.26 ー ー 0.40 0.27 0.35 ー 0.20 0.19 0.12 0.35 0.10 ー 0.20 0.17 0.29

混濁 ー 0.34 ー ー 0.19 0.26 ー ー ー 2.34 0.28 0.44 0.45 ー ー 0.23 ー

押し波 ー 0.31 ー 0.08 0.11 0.47 0.20 ー － 0.47 0.40 － 0.08 ー ー 0.10 0.01

(混在) 0.32 ー 0.51 0.52 ー ー ー 0.25 0.70 ー ー 0.21 ー 0.22 0.55 ー ー

計 0.32 0.91 0.51 0.60 0.70 1.00 0.55 0.25 0.90 3.00 0.80 1.00 0.63 0.22 0.75 0.50 0.30

イベント
堆積物②
（中位）

分布標高(m) 3.4未満 2.8未満 3.5

層厚
(m)

引き波 0.22 0.23 0.20

混濁 ー ー ー

押し波 0.76 ー ー

(混在) ー 0.54 0.28

計 0.98 0.77 0.48

イベント
堆積物③
（下位）

分布標高(m) 1.5未満 1.4未満

層厚
(m)

引き波 0.24 0.29

混濁 ー ー

押し波 ー 0.26

(混在) 0.51 ー

計 0.75 0.55

・ 抽出したイベント堆積物については、堆積物の厚さの評価のため、小松原（2012）、藤原（2007）、澤井（2012）を参考として、以下の観点から「引き波」「混濁」「押し波」の各構造の観察も試みた。
判断が出来ない範囲は「混在」とした。なお、イベント堆積物の厚さは、保守的に泥層中に砂、礫を含む範囲全体を認定した。

「引き波」：砂・礫と上流の泥などが混じり、泥を礫状に含む。葉理がみられる。
「混濁」 ：葉理がみられず、シルトと砂が混じった状態。流れが停滞している。
「押し波」：砂・礫主体の部分で下流の堆積物や削り込みがみられる。葉理がみられる。
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1.3 津波堆積物に関する現地調査

敷地周辺の津波堆積物調査結果

敷地周辺の津波堆積物調査結果

イベント堆積物

有無
堆積当時の

標高

菊川
流域

有
約１～４ｍ

未満

新野川
流域

無 －

筬川
流域

無 －

敷
地

西
側

有

約０～８ｍ※

東
側

有

、 ：イベント堆積物が確認された地点
： 〃 が確認されなかった地点
：台地・山地と低地との境界

：砂丘

■ 敷地周辺において津波堆積物の残存の可能性がある箇所を選定し、自社による津波堆積物調査を実施した。
■ その結果、イベント堆積物は、海岸近く（敷地西側、東側）あるいは比較的規模の大きな河口の近く（菊川4,1,2）で確認され、浜堤の背後にあるなど

小さな津波では浸入し難いと考えられる地点では確認されなかった。これは、浜堤を超えて内陸側へ広い分布を持つ津波堆積物は確認されず歴史記録よりも
広域に分布する巨大な津波の痕跡は確認されないとする遠州灘沿岸域における他機関の津波堆積物調査結果と整合的である。

■ また、確認したイベント堆積物の堆積当時の標高は、敷地では約0～8m、菊川流域では約1~4m未満であった。なお、敷地の津波堆積物については、
堆積当時の地形が、現在と異なり、海から近く津波が集まりやすい谷地形であったことが、堆積物の分布標高等に影響を与えていると考えられる。

➡以上より、敷地周辺の津波堆積物調査の結果、他機関による遠州灘沿岸域の津波堆積物調査と同様、巨大な津波を示す津波堆積物は確認されなかった。

敷地西側
敷地東側

浜岡原子力発電所

筬川流域

新野川流域

菊川流域

筬川1

筬川2

筬川3

筬川4

筬川5

新野川1

新野川2

新野川3

新野川4

菊川1

菊川2

菊川3

菊川4
菊川5

菊川6

菊川

新野川

筬川
遠州灘

約1～4m未満

痕跡なし

痕跡なし

約0～8m
※敷地の津波堆積物については、堆積当時の地形が、

現在と異なり、海から近く津波が集まりやすい谷地形
であったことが、堆積物の分布標高等に影響を与えて
いると考えられる。

この地図は、国土地理院発行の2万5千分の1の地形図
「御前崎」「千浜」「下平川」「相良」を使用したものである

第509回資料1-1
p.33 一部修正
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1.4 歴史記録及び津波堆積物から推定される津波高

敷地周辺の津波痕跡高

ここでは、実際の津波高は津波堆積物の分布標高よりも高いと考えられることに留意して、 歴史記録及び津波堆積物から推定される津波高を検討する。

歴史記録に関する調査 津波堆積物に関する調査

■歴史記録に関する文献調査 ■津波堆積物に関する文献調査 ■津波堆積物に関する現地調査1.1 1.２

・南海トラフでは、同規模の津波が数百年間隔で繰り
返し発生していたことを示す津波堆積物が確認されて
いる。

・敷地が位置する遠州灘沿岸域では、3～4m程度の
浜堤を大きく超えて広域に分布する巨大な津波を示
す津波堆積物は確認されず、津波の規模が時代に
よって顕著には変わらない結果が見られている。

・津波堆積物の標高は、約0~5m。

・南海トラフでは、過去約1,400年間の歴史記
録から、宝永地震(M8.6)の津波の規模が最
大であるとされ、南海トラフの沿岸域には宝永
地震を含む多くの津波痕跡が残されている。

・敷地が位置する遠州灘沿岸域について、歴史
記録に基づく津波痕跡高は、概ね5~10m。

・他機関による遠州灘沿岸域の津波堆積物調
査と同様、巨大な津波を示す津波堆積物は
確認されなかった。

・イベント堆積物の標高は、敷地では約0~8m、
菊川流域では約1~4m未満。

1.3

遠州灘沿岸域における津波痕跡高の調査結果のまとめ

※敷地の津波堆積物については、堆積当時の地形が、現在と異なり、
海から近く津波が集まりやすい谷地形であったことが、堆積物の分布
標高等に影響を与えていると考えられる。

※
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堆積物の最大標高*1

*1 箇所ごとの堆積物の最大標高が0m以上のものをプロット。
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1.4 歴史記録及び津波堆積物から推定される津波高

東北沖地震等による最大遡上高と津波堆積物の分布標高の関係

■Abe et al. (2012)は、東北沖地震等による海岸線からの浸水距離と津波堆積物の分布距離とを比較し、浸水距離が2.5km未満の測線に
おいては浸水域と津波堆積物の分布域は概ね一致し、浸水距離が2.5km以上の測線においては両者に乖離が見られるとしている。

■また、Abe et al. (2012)による比較結果によると、津波の最大遡上高と津波堆積物の分布標高の差は約0~2m。

東北沖地震による浸水域と津波堆積物の分布域の関係

測線 最大遡上高(m)
堆積物の分布標高(m）

砂層及び泥層
0.5cm以上※

の砂層

A 2.6 2.2 0.9

B 3.1 1.7 1.4

E 1.3 1.1 0.6

F 5.2 4.4 4.4

I 1.8 1.4 0.9

L 8.0 データなし データなし

M 6.9 5.4 5.4

N データなし 1.2 データなし

S 4.0 2.2 2.2

Abe et al. (2012)
・ 仙台平野は、東北沖地震による津波浸水域と津波堆積物の分布との関係を広範囲で比較できる稀な例である。
・ 仙台平野において、東北沖地震による海岸線からの浸水距離と津波堆積物の分布距離とを比較。
・ その結果、0cm以上の砂層及び泥層については、海岸線からの浸水距離と津波堆積物の分布距離は概ね一致した。一方、貞観津波の痕跡として確認されている0.5cm以上の砂層について、

海岸線からの浸水距離が2.5km未満の測線においては浸水域と津波堆積物の分布域は概ね一致し、浸水距離が2.5km以上の測線においては浸水域と津波堆積物の分布域に乖離が見られる。
・ 浸水距離が2.5km未満の測線において浸水域と津波堆積物の分布域は概ね一致していることは、より小さい津波が発生している地域における既往の研究結果と一致している。

各測線における浸水距離と津波堆積物の分布距離の関係
（Abe et al. (2012)を基に作成)

最大遡上高と津波堆積物の分布標高の関係

調査測線
※過去の津波堆積物調査から貞観津波の痕跡として確認されている最小層厚

C４
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1.4 歴史記録及び津波堆積物から推定される津波高

内閣府、国土交通省ほかによる最大遡上高と津波堆積物の分布標高の検討

内閣府(2012)による南海トラフの沿岸域における
津波堆積物の分布標高から推定された津波高の評価

■ 内閣府(2012)および国土交通省ほか(2014)では、東北沖地震等の津波高と津波堆積物の分布標高の分析結果等に基づき、津波堆積物地点の標高に2m
の高さを加えたものを過去地震の津波高と評価している。

国土交通省ほか(2014)による日本海沿岸域における
津波堆積物の分布標高から推定された津波高の評価

（国土交通省ほか(2014))
（内閣府(2012))

内閣府「南海トラフの巨大地震モデル検討会」 第5回検討会議事録
・ それぞれの同じ時代の津波においても、そのほんの少しの場所の違い、あるいは形状の違い、流れの違い。原因がはっきりわからないところはあるのですが、層厚だけから浸水深を見るのはなかなか難しい

のかもしれないという複雑さを示されている資料だそうでございます。
・ 先ほど紹介されたもので図６ですか。これは●●さんが今、投稿中の論文だということですが、私たちも大体こういうようなイメージを持っているんですけれども、やはり広域的に広がるところで津波堆積物

の分布域と高さの関係をもう少し幅広く集めていくと、やはり津波堆積物の限界のところでは、高さ１m とか２m とか、そういうイメージというのはかなり一致するのかなと。

C４
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1.4 歴史記録及び津波堆積物から推定される津波高

遠州灘沿岸域における最大遡上高と津波堆積物の分布標高の関係

■ 東北沖地震等による津波の最大遡上高と津波堆積物の分布標高の差が約0～2ｍであることを踏まえると、遠州灘沿岸域の津波堆積物の分布標高から推定さ
れる津波高は以下のとおり。敷地周辺の遠州灘沿岸域で概ね５～１０ｍと考えられる。

最大遡上高と津波堆積物の分布標高の関係を踏まえて推定される津波高

推
定

さ
れ

る
津

波
高

(m
) 津波堆積物から推定される津波高

※ 敷地の津波堆積物については、堆積当時の地形が、現在と異なり、
海から近く津波が集まりやすい谷地形であったことが、堆積物の分布
標高等に影響を与えていると考えられる。

（津波堆積物の最大標高+0~2mの高さを幅で示した）

※

C４

遠州灘沿岸域の痕跡再現モデルによる津波高
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1.4 歴史記録及び津波堆積物から推定される津波高

東北沖地震による津波堆積物の厚さと地形的特徴の関係

（Nakamura et al. (2012)を基に作成)

Nakamura et al. (2012)
・ 三沢海岸（青森県）において、東北沖地震による浸水高の調査と津波堆積物調査を実施した。
・ 調査の結果、津波高は、北部の測線では平均4～5m程度、南部の測線では最大で10mであった。
・ 一方、津波堆積物は、砂丘が海岸線に存在し低地が比較的広い北部の測線では特に砂丘の陸側に厚く堆積し陸側に向かうほど薄くなるもののほぼ浸水限界まで堆積が認められたのに対し、コンクリート堤防が

海岸線に存在し低地が比較的狭い南部の測線では薄くまばらに堆積していた。
・ 東北沖地震の津波堆積物の特徴は、浸水深ではなく、主に海岸付近の地形と津波堆積物の供給源の有無が影響していると考えられる。

調査範囲および調査測線
三沢海岸における東北沖地震による浸水深と津波堆積物の厚さの調査結果

・ 低地が比較的広い
・ 砂丘(津波堆積物の供給源)

が海岸付近に存在

・ 低地が比較的狭い
・ コンクリート堤防が海岸線

付近に存在

・ 特に砂丘の陸側に厚く堆積し
陸側に向かうほど薄くなるものの
ほぼ浸水限界まで堆積が認め
られる

・薄くまばらに堆積している

海岸付近の地形と
津波堆積物の供給源の有無

津波堆積物厚さなどの特徴

■Nakamura et al.(2012)は、三沢海岸を対象として、東北沖地震による津波堆積物の特徴を分析し、東北沖地震の津波堆積物の厚さなどの特徴は、
浸水深ではなく、主に海岸付近の地形と津波堆積物の供給源の有無が影響しているとしている。

各調査測線の (A)地形・浸水高 (B)津波堆積物の厚さ

C４
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1.4 歴史記録及び津波堆積物から推定される津波高

東北沖地震による津波堆積物の厚さと浸水深の関係

Goto et al. (2014)
・ 東北沖地震の直後、仙台平野の浸水域全域における計1,300地点の津波堆積物の厚さのデータ(10ha格子(約316m間隔))が収集された。
・ このデータセットを用いて分析した結果、津波堆積物厚さと浸水深はいずれも、海岸線からの浸水距離との相関があること、海岸線付近を除き標高との相関がないことを確認した。
・ また、各地点の津波堆積物の厚さを浸水深で除した堆積物濃度の頻度分布は、対数正規分布とよく一致しており、その平均値は2%であった。このことは、津波による流れの中の上限砂濃度を平均で約2%と仮定

できることを示している。ただし、この分析結果は、平野が非常に平坦で低く、それゆえ比較的単純な浸水過程をたどる仙台平野でのみ適応できる可能性がある。

浸水深と堆積物厚さの分布
(a)浸水深、(b)堆積物厚さ、
(c)堆積物濃度と海岸線からの距離の関係

仙台平野における東北沖地震による浸水深と津波堆積物厚さの関係 （Goto et al. (2014)を基に作成)

■Goto et al.(2014)は、仙台平野において、東北沖地震による津波堆積物の厚さと浸水深の関係について分析し、津波堆積物の厚さを浸水深で除した堆積物
濃度について全域での対数平均値は2%であるとし、この結果は津波による浮遊砂上限濃度を平均約2%と仮定できることを示すとしている。

⇒ Goto et al.(2014)の結果は、津波堆積物の厚さと浸水深との比率が広域的には約2%となることを示したものであるが、津波堆積物の厚さに大きな影響を与える
と考えられる局所的な地形の影響を検討しておらず、個別地点の津波堆積物の厚さから当該地点の津波高を推定できることを示したものではないと考えられる。

C４
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1.4 歴史記録及び津波堆積物から推定される津波高

遠州灘沿岸域における津波堆積物の厚さと浸水深の関係

遠州灘沿岸域における浸水深と堆積物厚さの関係

仙台平野における津波堆積物調査結果
遠州灘沿岸域の津波堆積物調査結果（当社の調査結果を含む）

堆
積

物
濃

度
(％

)
（

堆
積

物
の

厚
さ

/堆
積

物
地

点
の

浸
水

深
）

■ 津波堆積物の厚さと浸水深との関係について、Goto et al.(2014)による仙台平野の分析結果と、遠州灘沿岸域の調査結果（当社の調査結果を含む）との
比較を試みた。ここで、遠州灘沿岸域における津波高を10ｍと仮定した。

■ その結果、遠州灘沿岸域の調査結果は河口や谷地形に浸入したものである（藤原(2013)）など仙台平野の津波の浸水過程（Goto et al.(2014)）とは異
なると考えられること、津波堆積物の厚さは主に海岸付近の地形と津波堆積物の供給源の有無が影響していると考えられること（Nakamura et al.(2012)）を
踏まえると異なる地域・イベントの調査結果を単純に比較することは難しいと考えられるが、遠州灘沿岸域における津波堆積物の厚さと浸水深との関係は、 Goto 
et al.(2014)による東北沖地震の分析結果の範囲内にあることを確認した。

実線：最頻値 破線：90%上限値・下限値
（対数正規分布を仮定した場合の500m区間の平均値）

C４

・遠州灘沿岸域の津波堆積物に関する文献調査（1.2）の結果、堆積物の最大標高と層厚の情報が共にある11地点、および、津波堆積物に関する現地調査（1.3）の結果、津波堆積物が確認された
調査地点（菊川および敷地）について記載した。

・仙台平野での津波堆積物調査は約10ha格子(約316m間隔)で実施されていることを踏まえ、津波堆積物に関する現地調査結果については調査地点ごとに集約しその平均値を表示した。
・海岸線からの距離：現在の海岸線からの距離に基づく。
・津波堆積物の厚さ：仙台平野では引き波がほとんど観測されなかったとされる（Goto et al.(2014))ことを踏まえ、当社の調査結果についてはイベント堆積物のうち引き波により堆積したものを除く層厚とした。
・堆積物地点の浸水深さ：歴史記録に基づき遠州灘沿岸域の津波高を10mと仮定して、イベント堆積物の標高に基づき算定した。
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1.4 歴史記録及び津波堆積物から推定される津波高

歴史記録及び津波堆積物から推定される津波高のまとめ

歴史記録及び津波堆積物から推定される遠州灘沿岸域の津波高は、概ね5~10mと考えられる。

津波堆積物から推定される津波高

・東北沖地震等による津波の最大遡上高と津波堆積物の分布標高の差が約0~2mであることを踏まえる
と、津波堆積物から推定される遠州灘沿岸域の津波高は、概ね5~10ｍと考えられる。

1.4歴史記録及び
津波堆積物から
推定される津波高

歴史記録から推定される津波高

・歴史記録から推定される遠州灘沿岸域の津波
高は、概ね5~10mと考えられる。

歴史記録に関する調査 津波堆積物に関する調査

■歴史記録に関する文献調査 ■津波堆積物に関する文献調査 ■津波堆積物に関する現地調査1.1 1.２

・南海トラフでは、同規模の津波が数百年間隔で繰り
返し発生していたことを示す津波堆積物が確認されて
いる。

・敷地が位置する遠州灘沿岸域では、3～4m程度の
浜堤を大きく超えて広域に分布する巨大な津波を示
す津波堆積物は確認されず、津波の規模が時代に
よって顕著には変わらない結果が見られている。

・津波堆積物の標高は、約0~5m。

・南海トラフでは、過去約1,400年間の歴史記
録から、宝永地震(M8.6)の津波の規模が最
大であるとされ、南海トラフの沿岸域には宝永
地震を含む多くの津波痕跡が残されている。

・敷地が位置する遠州灘沿岸域について、歴史
記録に基づく津波痕跡高は、概ね5~10m。

・他機関による遠州灘沿岸域の津波堆積物調
査と同様、巨大な津波を示す津波堆積物は
確認されなかった。

・イベント堆積物の標高は、敷地では約0~8m、
菊川流域では約1~4m未満。

1.3

C４
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1.4 歴史記録及び津波堆積物から推定される津波高

津波評価結果との比較

最大クラスの津波による海岸線の津波高と、歴史記録及び津波堆積物から推定される津波高との比較
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遠州灘沿岸域の痕跡再現モデルによる津波高

※敷地の津波堆積物については、堆積当時の地形が、現在と異なり、
海から近く津波が集まりやすい谷地形であったことが、堆積物の分布
標高等に影響を与えていると考えられる。

※

■歴史記録および津波堆積物から推定される遠州灘沿岸域の津波高は、概ね5～10m。
■内閣府の最大クラスの津波による海岸線での津波高は、歴史記録及び津波堆積物から推定される津波高(概ね5～10m)を、遠州灘沿岸域の全域において

2～3倍程度上回っている。

津波堆積物から推定される津波高

（津波堆積物の最大標高+0~2mの高さを幅で示した）
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*1 箇所ごとの堆積物の最大標高が0m以上のもの。
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